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ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
自
宅
で
か
ん
た
ん
に

来
年
の 

確
定
申
告
は「
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
」で

　

来
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
市
役
所

や
税
務
署
で
行
う
申
告
相
談
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
例

年
通
り
の
相
談
な
ど
の
受
け
付
け
が
困
難

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
際
に
申
告
会
場
に
出
向
か

な
く
て
も
済
む
よ
う
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
申
告
で
き
る
「
ｅ

−

Ｔ
ａ

ｘ
」
で
の
申
告
を
ご
案
内
し
ま
す
。

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
得
し
て
い
る
人

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応
ス
マ
ホ
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
ス
マ
ホ
で
カ
ー
ド
を

読
み
込
み
、
カ
ー
ド
取
得
時
に
設
定
し
た

暗
証
番
号
を
入
力
し
、
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
で
送

信
し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
で
申
告
す
る
人
は

カ
ー
ド
読
み
込
み
に
対
応
す
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が
必
要
で
す
。

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

　
　
　
　
　
　
　
　

取
得
し
て
い
な
い
人

　

税
務
署
の
窓
口
で
Ｉ
Ｄ
（
利
用
者
識
別

番
号
）
と
パ
ス
ワ
ー
ド
（
暗
証
番
号
）
を

発
行
し
て
も
ら
い
ま
す
。
ス
マ
ホ
や
パ
ソ

コ
ン
で
作
成
し
た
申
告
書
は
、
Ｉ
Ｄ
と
パ

ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
で
送

信
し
ま
す
。
な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取

得
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
っ
て
も
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
無
い
方
は
、
こ
ち
ら

で
の
申
告
も
可
能
で
す
。

 

郵
送
で
提
出
す
る
人

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
か
ら
申
告
書
を
作
成
し
、

自
宅
な
ど
の
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
し
て
郵

送
で
税
務
署
に
提
出
し
ま
す
。

注
意
事
項

　

確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
な
い

場
合
で
も
、市
に
市
民
税
県
民
税
申
告
（
住

民
税
申
告
）
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
税
務
課
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
の
出
張
発
行

　

ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
で
必
要
な
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス

ワ
ー
ド
を
茂
原
税
務
署
の
職
員
が
出
張
発

行
を
左
記
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
必
ず
申

告
さ
れ
る
ご
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

12
月
11
日
㈮　

10
時
～
15
時

▽
場
所　

勝
浦
市
役
所　

市
民
ロ
ビ
ー

▽
持
ち
物　

顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類

　
　
　
　
　
（
申
告
さ
れ
る
ご
本
人
の
）

問
合
せ

▽
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
発
行
に
つ
い
て

　

茂
原
税
務
署
（
直
通
）

　

☎
０
４
７
５

−

22

−

８
３
５
６

▽
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
操
作
方
法
に
つ
い
て

ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ

デ
ス
ク

　

☎
０
５
７
０

−

01

−

５
９
０
１

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）（
平
日
９
時
～
17
時
）

　
　

https://w
w

w
.e-tax.nta.go.jp/

▽
市
県
民
税
申
告
に
つ
い
て

　

税
務
課 

課
税
係

　

☎
73

−

６
６
２
３

まずは電話で確認を
発熱で受診する場合

　感染拡大防止のために必ず事前に電話相談をお願いします。
①まず、日ごろ通院しているかかりつけの医療機関か、お住まいの近くの医

療機関に電話で相談してください。
　・電話した医療機関で診療可能な場合は事前予約を行ってください。
　・電話した医療機関で診療できない場合は、相談窓口を案内されます。

②相談するところに困った場合は下記の相談窓口に連絡してください。
　▽千葉県発熱相談コールセンター（２４時間対応）
　　・１２月５日（土）８：００まで　☎０５７０－２００－６１３
　　・１２月５日（土）８：００以降　☎０３－６７４７－８４１４
　▽市役所 市民課 健康管理係（平日８：３０～１７：１５）
　　☎７３－６６１４（直通）

HP
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今
年
も
や
り
ま
す
♪

サ
ン
タ
が
お
う
ち
に
や
っ
て
く
る
！

清掃センターの年末年始の業務について

問合せ  清掃センター　☎７３−２３７０

日 月 火 水 木 金 土

12/27 28 29 30 31 1/1 2

3 4 5 6 7 8 9

8：30～17：00

8：30～17：00

8：30～
15：00

8：30～
12：00

①
年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

・
年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
は
「
ご
み

分
別
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

・
年
末
の
収
集
最
終
日
は
12
月
29
日
㈫

で
す
。
12
月
30
日
㈬
、
31
日
㈭
の
収

集
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

・
年
始
は
１
月
４
日
㈪
か
ら
収
集
を
開

始
し
ま
す
。

②
年
末
年
始
の
ご
み
の

　
持
ち
込
み
に
つ
い
て
（
下
表
参
照
）

・
年
末
の
ご
み
の
持
ち
込
み
は
、
大
変

混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
の
搬
入
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
大
量
の
ゴ
ミ
を
持
ち
込
ま
れ
る
場
合
も

早
め
の
搬
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
昨
年
と
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
日

程
が
異
な
り
ま
す
。
よ
く
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

・
年
始
は
１
月
４
日
㈪
か
ら
搬
入
受
付

を
開
始
し
ま
す
。

③
年
末
年
始
の

　
し
尿
汲
み
取
り
業
務
に
つ
い
て

　

し
尿
の
汲
み
取
り
業
務
は
、
12
月
30

日
㈬
ま
で
行
い
ま
す
。
年
末
は
大
変
混

み
合
い
ま
す
の
で
、
汲
み
取
り
の
申
し

込
み
は
一
週
間
前
ま
で
に
お
願
い
し
ま

す
。
年
始
は
１
月
４
日
㈪
か
ら
汲
み
取

り
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

日
時　

12
月
24
日
㈭

　
　
　

18
時
30
分
～
20
時

定
員　

20
人
（
未
就
学
児
限
定
）

料
金　

無
料

主
催　

勝
浦
市
商
工
会
青
年
部

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て

は
、
急
き
ょ
中
止
す
る
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。

お
申
し
込
み
～
お
届
け
ま
で
の

流
れ

①
勝
浦
市
商
工
会
へ
事
前
に
お

電
話
を
い
た
だ
き
、
12
月
11

日
㈮
ま
で
に
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
ご
希
望
の
時
間
に
添
え
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

定
員
数
を
超
え
た
場
合
は
、

お
断
り
す
る
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

②
予
約
を
完
了
さ
れ
た
方
は
12

月
16
日
㈬
・
17
日
㈭
・
18
日
㈮

の
９
時
～
17
時
の
間
に
勝
浦

市
商
工
会
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
で

必
要
事
項
を
ご
記
入
い
た
だ

き
受
付
完
了
と
な
り
ま
す
。

※
急
き
ょ
事
業
が
中
止
に
な
っ

た
場
合
は
お
預
か
り
し
た
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
勝
浦
市
商
工
会

へ
取
り
に
来
て
い
た
だ
く
必

要
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

③
当
日
は
、
お
届
け
時
刻
の
15

分
～
30
分
前
に
確
認
の
お
電

話
を
い
た
し
ま
す
。

　
　

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
「
メ

リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
」
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
と
も
に
お
届
け
に

あ
が
り
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
お
預
か
り
場
所

　

勝
浦
市
商
工
会
館

　
（
勝
浦
市
墨
名
６
５
７

−

２
）

問
合
せ
・
ご
予
約
電
話
番
号

　

勝
浦
市
商
工
会
（
田
中
）

　

☎
73

−

０
１
９
９
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（　）内は平成31年度決算額

繰入金
11.7%
繰入金
11.7%

市税
19.6%
市税
19.6%

寄附金
10.4%
寄附金
10.4%

市債 9.9%市債 9.9%

国庫支出金
8.2%

国庫支出金
8.2%

県支出金
4.8%
県支出金
4.8%

諸収入
1.5%
諸収入
1.5%

繰越金
3.2%
繰越金
3.2%

地方消費
税交付金
3.1%

地方消費
税交付金
3.1% 分担金及び

負担金ほか
2.6%

分担金及び
負担金ほか
2.6%

使用料及び
手数料
1.6%

使用料及び
手数料
1.6%

地方交付税
23.5%
地方交付税
23.5%

総務費
32.0%
総務費
32.0%

教育費 10.1%教育費 10.1%

衛生費
6.9%
衛生費
6.9%

公債費 8.5%公債費 8.5%

土木費
3.6%
土木費
3.6%

民生費
30.0%
民生費
30.0%

商工費
2.2%
商工費
2.2%

農林水産業費
3.2%

農林水産業費
3.2%

消防費 1.8%消防費 1.8%

議会費 1.3%議会費 1.3%

災害復旧費 0.5%災害復旧費 0.5%

財
政
事
情
の
公
表

　

市
で
は
、皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
、国
や
県
か
ら
の
支
出
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た

の
か
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、毎
年
２
回
、「
財
政
事
情
」
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、９
月
議
会
で
認
定
さ
れ
た
平
成
31
年
度
決
算
の
概
要
と
、令
和
２
年
度
上
半
期（
令

和
２
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
）
の
予
算
執
行
状
況
な
ど
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

平成31年度決算の概要
（　）内は前年比①一般会計

地方交付税 25億5,706万円 (4.5%)
市税 21億3,277万円 (0.0%)
繰入金 12億7,333万円 (19.2%)
寄附金 11億2,842万円 (96.7%)
市債 10億7,611万円 (46.9%)
国庫支出金 8億9,562万円 (21.5%)
県支出金 5億2,040万円 (19.8%)
地方消費税
交付金 3億3,819万円 (△2.7%)

繰越金 3億5,122万円 (22.4%)
使用料及び
手数料 1億7,181万円 (△7.3%)

諸収入 1億6,206万円 (△55.2%)

分担金及び
負担金ほか 2億7,957万円 (△7.0%)

総務費 33億7,060万円 (32.0%)
民生費 31億6,785万円 (0.9%)
教育費 10億6,509万円 (27.2%)
公債費 8億9,139万円 (3.1%)
衛生費 7億2,910万円 (△1.9%)
土木費 3億8,346万円 (5.8%)
農林水産業費 3億3,247万円 (13.2%)
商工費 2億2,693万円 (17.6%)
消防費 1億9,019万円 (51.1%)
議会費 1億3,894万円 (1.0%)
災害復旧費 4,747万円 (611.4%)

  歳　入　　　　　　　　108億8,655万円(13.3%)

  歳　出（目的別）　　　　　105億4,348万円(13.9%)

会　　　計　　　名 歳　　入 歳　　出 差　引　額
国民健康保険
特 別 会 計

事 業 勘 定 22億6,487万円 21億8,094万円 8,393万円
直営診療施設勘定 6,242万円 6,190万円 52万円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2億6,469万円 2億6,413万円 56万円
介 護 保 険 特 別 会 計 23億8,525万円 23億1,831万円 6,694万円

②特別会計

区　 分 収　　入 支　　出 差　引　額
収 益 的 収 支 7億9,022万円 7億8,384万円 638万円
資 本 的 収 支 2億4,156万円 3億7,416万円 △1億3,260万円

※資本的収支の不足額は、内部留保資金などにより賄われています。

③水道事業会計

※歳入の寄附金には勝浦市ふるさと応援寄附金が、歳出の総務費には勝浦市ふるさ
と応援寄附金のお礼に関する費用が含まれています。

※表示単位未満を四捨五入により算出しているため、合計と内訳が一致しない場合
があります。
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指　標 説　明 平成31年度 早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実質赤字比率 一般会計などの実質赤字額の標準財政規模に対す
る割合 － 14.96% 20.00%

連結実質赤字比率 すべての会計を連結した実質赤字額の標準財政規
模に対する割合 － 19.96% 30.00%

実質公債費比率 一般会計などが負担する元利償還金および準元利
償還金の標準財政規模に対する割合 7.6% 25.0% 35.0%

将来負担比率 一般会計などが将来負担すべき実質的な負債額の
標準財政規模に対する割合 78.9% 350.0% －

▽健全化判断比率

会　計　名 説　　　明 平成31年度 経営健全化基準
（イエローカード）

水道事業会計 公営企業の資金不足額の事業収入に対する割合 － 20.0%

▽資金不足比率

健全な財政を維持しています
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、地方公共団体は、毎年度、健全化判断比率および資金不足比率を監
査委員の審査に付した上で、議会へ報告し、公表することとなっています。
　平成３１年度決算では、一般会計や各特別会計および水道事業会計のすべての会計で黒字であるため、実質赤字比率、
連結実質赤字比率および資金不足比率は算出されていません。
　また、過去の借金の返済金（公債費）の総支出に占める割合を示す実質公債費比率や過去の借金残高などの将来にわ
たる負担が市の財政規模に対してどれくらいの重さであるかを示す将来負担比率は、ともに早期健全化基準（イエロー
カード）を大きく下回り、健全な財政を維持しています。

（　）内は平成31年度決算額

勝浦市のお金の使い道（平成31年度決算額：105億4,348万円）

▽総務費とは（33億7,060万円）
　市役所の全般的な運営に要する経費をいいます。
※ふるさと応援寄附金に対する返礼品に関する経費

が含まれます。

▽民生費とは（31億6,785万円）
　高齢者福祉や保育所およびこども園、生活保護な

ど福祉に要する経費をいいます。

▽教育費とは（10億6,509万円）
　小学校・中学校や芸術文化交流センター、スポー

ツ施設の維持管理などに要する経費をいいます。

▽公債費とは（8億9,139万円）
　市債として借りたものの償還（返済）に要する経

費をいいます。

▽衛生費とは（7億2,910万円）
　保健・医療やごみ処理に要する経費をいいます。

▽土木費とは（3億8,346万円）
　道路や河川の整備、維持などに要する経費をいい

ます。

▽農林水産業費とは（3億3,247万円）
　農業・林業・水産業振興の事業などに要する経費

をいいます。

▽商工費とは（2億2,693万円）
　商工業振興、観光振興の事業などに要する経費をいいます。

▽消防費とは（1億9,019万円）
　非常備消防などに要する経費をいいます。

▽議会費とは（1億3,894万円）
　議会運営に要する経費をいいます。

▽災害復旧費とは（4,747万円）
　台風などの自然災害により生じた被害の復旧に要する経

費をいいます。

※表示単位未満を四捨五入により算出しているため、合計と
内訳が一致しない場合があります。 
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　市の平成 31 年度決算額（一般会計）は、歳入 108 億 8,655 万円、歳出 105 億 4,348
万円と非常に大きいため、額を縮小し、給与年収 436 万円（※）（世帯月収 36 万 3 千円）
世帯の家計簿（１カ月分）に置き換えてみました。
※年収 436 万円は、国税庁が調査した平成 31 年分民間給与実態統計調査の平均給与額。

将来に向けて・・・ 　　
　少子高齢化の進行による生産
年齢人口の減少や行政需要の多
様化に加え、新型コロナウイル
ス感染症の影響などに伴い、将
来の財政運営はこれまで以上に
厳しいものになることが見込ま
れます。
　今後は、市民の皆さまのご理
解をいただきながら、この収支
不足の解消のためのさらなる改
革を行い、健全な財政を維持す
るとともに、持続可能な財政運
営に努めていきます。

扶 助 費
扶助費は義務的経費のひとつ
で、法律などで支出が義務付
けられています。

物 件 費
市が支出する消費的性質をも
つ経費です。
賃金、旅費、需用費、役務費、
備品購入費、委託料、使用料
及び賃借料などがあります。

繰 出 金
市の会計は、一般会計のほか
に特別会計と企業会計があ
り、このうち特別会計に一般
会計から繰出金を支出してい
ます。

予算の執行状況 ～ 令和2年度上半期（令和2年9月30日現在） ～

支  出
食　費 59,400 円（人件費）

医療費など 34,400 円（扶助費）

光熱水費や電話代などの
生活費 104,300 円（物件費、補助費等、

維持補修費など）

貯　金 46,900 円（積立金）

ローンの返済金 29,700 円（公債費）

子供への仕送り 29,700 円（他会計への繰出金）

家の増改築 47,200 円（普通建設事業費）

合　計

翌月へ繰越し

351,600 円

11,400 円

区　　　分 収入予算現額 収 入 済 額 収入率 支出予算現額 支出済額 執行率

収 益 的 収 支 7億7,994万円 3億5,963万円 46.1% 8億1,992万円 2億7,388万円 33.4%

資 本 的 収 支 3億1,601万円 378万円 1.2% 4億5,523万円 5,911万円 13.0%

▽水道事業会計

一  般  会  計 84億8,019万円

▽市債の現在高

土  地 3,548,161㎡ 基 　  金 18億5,665万円

建  物 91,075㎡ 有 価 証 券 475万円

▽主な財産
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地方交付税
国庫支出金など
地方交付税や国庫支出金など
は、国や県に依存する財源で
す。この割合が大きいという
ことは、それだけ国や県に依
存しており、国の財政政策の
影響を受けやすいということ
になります。

市　債
道路、学校などの公共施設を
整備する際に、お金を借りて
分割で返済をしています。
公共施設は長期にわたり使用
するものであるため、後年ま
で分割して返済することで、
世代間の負担を公平にできる
ことなどから借入れを行って
います。

市　税
市税は、市が自立した財政運
営をするうえで最も大事な自
主財源です。市税には個人市
民税、法人市民税、固定資産
税などがあります。

▽会計別執行状況

勝　浦　市　の　家　計　簿 ～ 平成31年度決算版 ～

収  入
給　与 71,100 円（市税）

家賃収入 14,900 円（分担金・負担金、使用料・ 
  手数料、財産収入など）

先月からの繰越し 11,700 円（繰越金）

貯金の取り崩し 42,500 円（繰入金）

家の増改築等のローン（借金）

※うち、臨時財政対策債：7,500 円

35,900 円（市債）

親からの仕送り 149,300 円（地方交付税、国庫支出金、
県支出金、譲与税及び交付金）

臨時収入 37,600 円（寄附金）

合　計 363,000 円

会　　　計　　　名 予　算　現　額 収　入　済　額 収入率 支　出　済　額 執行率

一 般 会 計 121億408万円 66億6,787万円 55.1% 53億4,836万円 44.2%

国 民 健 康
保 険
特 別 会 計

事 業 勘 定 22億2,246万円 9億8,130万円 44.2% 8億3,833万円 37.7%

直営診療施設勘定 6,396万円 3,062万円 47.9% 2,724万円 42.6%

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2億9,720万円 9,173万円 30.9% 5,012万円 16.9%

介 護 保 険 特 別 会 計 23億8,423万円 9億9,386万円 41.7% 8億9,681万円 37.6%

※平成 31 年度繰越分を含みます。

予算の執行状況 ～ 令和2年度上半期（令和2年9月30日現在） ～
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市
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
な
ど
の
状
況
を
市
民
の
皆
さ
ま
に

ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
の
状
況
を
公

表
し
ま
す
。

　

な
お
、詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

問
合
せ　

総
務
課 

職
員
係
（
☎
73

−
６
６
４
３
）

市
職
員
の

給
与
な
ど
の
公
表

令和２年度

（
概
要
版
）

①人件費の状況（平成３１年度普通会計決算）　　

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ / Ａ

平成30 年度
人件費率

１０，５４２，９６４ ３０６，７６３ 1，７７７，６４１ １６.９ １９.４
※令和２年３月３１日現在の住民基本台帳人口は１７，０５５人です。

  ( 単位：千円・％ )

※職員手当には退職手当を含みません。また、給与費は、当初
予算に計上された額です。

※職員数に特別職（市長・副市長・教育長）は含まれていません。

②給与費の状況（令和２年度普通会計当初予算）　

職
員
数
Ａ

給　与　費 １人当たり
給与費
Ｂ / Ａ給　料 職員手当 期末・

勤勉手当
計
Ｂ

２１８ ８１０，６７８ ８３，２１４ ３３１，０８７ １，２２４，９７９ ５，６１９

 ( 単位：人・千円 )

区　分 勝浦市 類似団体 全国市平均
平成 27 年 ９９．６ ９７．０ ９８．７
平成 28 年 １０１．０ ９７．７ ９９．１
平成 29 年 １０１．７ ９７．６ ９９．１
平成 30 年 １００．８ ９７．７ ９９．１
平成 31 年 １００．８ ９７．５ ９８．９

※ラスパイレス指数は、国家公務員の給与水準を１００とした
場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

( 各年４月１日現在 )
③ラスパイレス指数の状況   

( 単位：円 )

区　分
一　般　行　政　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

勝浦市 ３１５，８１３ ３４６，８６９ ４０．８歳

国 ３２９，４３３ ４１１，１２３ ４３．４歳

※平均給料月額とは、職種ごとの職員の基本給の平均です。
※平均給与月額とは、給料月額に扶養手当、住居手当などの額を

合計したものです。

④平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢

⑥経験年数別・学歴別平均給料月額 
( 単位：円 )

区        分
一 般 行 政 職

大学卒 高校卒

経験年数１０年 ２６１，６００ ２２３，２００

経験年数１５年 ３１０，３００ ２６１，６００

経験年数２０年 ３４８，２００ ３１０，３００

( 単位：円 )

区　分
初　任　給 ２年後の給料

大学卒 高校卒 大学卒 高校卒

勝浦市 １８８,７００ １５４,９００ ２０１,２００ １６５,９００

国 １８２,２００ １５０,６００ １９５,５００ １６０,１００

※国の大学卒は一般職

⑤初任給 ( 一般行政職 )   

 ( 単位：人・％ )

区分 主な職名 職員数 構成比

７級 課長・主幹 １５ １０．８

６級 係長・主査 １３ ９．４

５級 係長・主査補 ２９ ２０．９

４級 副主査 ２３ １６．５

３級 主任主事・主任技師 ２３ １６．５

２級 主事・技師 ２２ １５．８

１級 主事補・技師補 １４ １０．１

※市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

⑦一般行政職の級別職員数

⑧昇級期間短縮の状況
該当なし
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⑨職員手当の状況　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 

期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

区　　　　分 勝浦市 国

平均支給額（平成 31 年度）１，３８５千円

平成 31 年度
支給割合

期 末 手 当 ２．６０月分 ２．６０月分

勤 勉 手 当 １．９０月分 １．９０月分

加算措置の
状況

役 職 加 算 ５～１５％ ５～２０％

管理職加算 なし １０～２５％

※加算措置の状況は、職制上の段階、職務の級などによる加算措
置をいいます。

退
職
手
当

支給率 自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 １９．６６９５００月分 ２４．５８６８７５月分

勤続２５年 ２８．０３９５００月分 ３３．２７０７５０月分

勤続３５年 ３９．７５７５００月分 ４７．７０９０００月分

最高限度額 ４７．７０９０００月分 ４７．７０９０００月分

その他の加算措置 定年前早期退職特別措置
(２～２０％加算 )

平均支給額 ３，６２２千円 ２０，５４１千円

※平均支給額は、前年度に退職した職員（企業職を除く）に支
給された平均額です。

特
殊
勤
務
手
当

（
平
成
３１
年
度
決
算
）

区　　　　分 全職種

支給実績 ４, ４５８千円

支給対象職員１人当たり平均支給年額 ８７，４０６円

職員全体に占める手当支給の割合 ２１．８９％

手当の種類（手当数） ８

代表的な手当 清掃作業手当、
危険手当など

　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　

　　　　　　( 単位：千円 )

時
間
外
勤
務
手
当

（
平
成
３１
年
度
決
算
）

平成３１年度
支給実績 ４４，９６５

職員１人当たり支給年額 ３５７

平成３０年度
支給実績 ２７，３５９

職員１人当たり支給年額 ２５３

そ
の
他
の
手
当

手当名
平成31年度

支給実績
（千円）

平成 31 年度
支給職員１人当たり
平均支給年額（円）

扶養手当 ２０，２５３ １９２，８８５

住居手当 ７，３９８ ２９５，９２０

通勤手当 １５，５２７ ９０，２７４

宿日直手当 １，１０９ ４，４００

夜間勤務手当 ６２４ ６２，３９９

休日勤務手当 ２，５９３ １７２，８８３

管理職手当 １１，９６４ ５４３，８１８

⑩特別職の報酬などの状況
　

区　分  給料などの月額 期末手当

給

料

市長
６４０, ０００円

（令和２年７月より
５６０, ０００円）

(平成３１年度支給割合)

　６月期　２．２０月分
１２月期　２．２５月分

計　４．４５月分

副市長
５８５, ０００円

（令和２年７月より
４５５, ０００円）

教育長
５４９, ０００円

（令和２年７月より
４２７, ０００円）

報

酬

議長 ３３３, ０００円

副議長 ３０６, ０００円

議員 ２８８, ０００円

( 各年度４月１日現在、単位：人 )

　　区分

 部門

職　員　数 対
前
年
増
減
数

主な増減理由平成
３１年度

令和
２年度

一 般 行 政 １９１ １９５ ４ 配置換えに伴う増

特 別 行 政 ２７ ２３ △４ 配置換えに伴う減

公営企業等 ２７ ２６ △１ 欠員不補充に伴う減

合計
２４５

（３００）
２４４

（３００）
△１

※職員数は、一般職に属する職員数です。
※（　）内は、条例定数の合計です。

⑪部門別職員の状況および増減理由

9 KATSUURA 2020.12.4



お
知
ら
せ

インフォメーションガーデン

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
、
市
が
指
定
し
た
タ
ク

シ
ー
事
業
者
を
利
用
し
た
際
の
利
用

料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者　

勝
浦
市
の
住
民
基
本
台
帳

上
の
世
帯
で

▽
80
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方　

▽
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

で
80
歳
以
上
の
方

助
成
内
容

▽
助
成
額
８
０
０
円
の
タ
ク
シ
ー
利

用
券
を
交
付
し
ま
す
。（
12
月
28
日

ま
で
に
申
請
い
た
だ
く
と
６
枚
の

交
付
で
す
。
以
降
、
申
請
月
に
よ

り
１
枚
ず
つ
減
数
と
な
り
ま
す
。）

▽
１
回
の
乗
車
に
つ
き
１
枚
の
タ
ク

シ
ー
利
用
券（
助
成
額
８
０
０
円
）

が
利
用
で
き
、
８
０
０
円
を
超
え

た
運
賃
額
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。

申
請
場
所　

　

市
役
所
高
齢
者
支
援
課
、
移
動
市

役
所
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
興
津

集
会
所

申
請
に
必
要
な
も
の

　

身
分
証
明
書（
健
康
保
険
証
な
ど
）

・
代
理
で
申
請
さ
れ
る
場
合
も
対
象

者
と
代
理
申
請
者
の
身
分
証
明
書

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
申
請
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
高
齢
者
支
援
課
に
電
話
に
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
高
齢
者
タ
ク

シ
ー
利
用
料
助
成
事
業

　

市
で
は
、「
令
和
３
年
勝
浦
市
成

人
式
」
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
生
涯
学
習
課
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
内
に

住
民
登
録
が
あ
る
対
象
者
の
方
に

は
、
６
月
中
旬
に
案
内
状
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

▽
ご
来
場
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
発
熱
や
体
調
に
不
安
が
あ
る
場
合

は
、
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

▽
座
席
数
の
都
合
上
、
ご
家
族
の
ご

来
場
は
新
成
人
１
人
に
つ
き
、
２

人
ま
で
と
さ
せ
て
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

令
和
３
年
１
月
10
日
㈰

　
　
　

10
時
30
分

　
　
　
（
受
付
９
時
30
分
～
）

会
場　

芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
キ
ュ
ス
テ
）

対
象
者　

平
成
12
年
４
月
２
日
～
平

成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

申
込
・
問
合
せ

　

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係

　

☎
73

−
６
６
６
５

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

状
況
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
開
催

内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

近
年
ヤ
マ
ビ
ル
の
生
息
域
が
市
内

各
地
の
中
山
間
地
域
を
中
心
に
広

が
っ
て
お
り
、
そ
の
対
応
に
苦
慮
し

て
い
る
情
報
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ヤ
マ
ビ
ル
の
活
動
時
期
は
４

月
か
ら
11
月
頃
で
雨
降
り
ま
た
は
雨

上
が
り
に
特
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
乾
燥
が
苦
手
な
た

め
12
月
か
ら
３
月
頃
に
か
け
て
は
地

中
に
潜
っ
て
冬
を
越
す
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
時
期
に
自
宅
の
庭
や
集

会
場
付
近
の
草
刈
り
お
よ
び
「
落
ち

葉
か
き
」
を
行
い
、
日
光
が
地
面
に

届
く
よ
う
な
環
境
を
つ
く
る
こ
と

で
、
ヤ
マ
ビ
ル
を
減
ら
す
効
果
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

身
の
回
り
か
ら
ヤ
マ
ビ
ル
の
す
み

つ
か
な
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

農
林
水
産
課 

農
林
係

　
　
　
　

☎
73

−

６
６
３
５

　

市
で
は
、
こ
ど
も
園
や
保
育
所
で

一
緒
に
働
い
て
く
れ
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

勤
務
場
所 

　

市
内
こ
ど
も
園
・
保
育
所

勤
務
時
間 

　

７
時
～
18
時
30
分
の
う
ち
７
時
間

（
週
35
時
間
）

 

※
就
業
時
間
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

仕
事
の
内
容 

　

保
育
業
務
全
般

　

担
当
保
育
士
の
補
助
な
ど

給
与 

　

時
給
１
，０
０
２
円

※
週
の
勤
務
時
間
な
ど
に
よ
り
、
社

会
保
険
・
雇
用
保
険
に
加
入
、
期

末
手
当
あ
り
、
距
離
に
よ
り
通
勤

　

寒
い
季
節
は
、
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る

火
災
が
増
加
し
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
火

災
の
多
く
は
、
使
用
者
の
取
り
扱
い

や
不
注
意
が
原
因
で
発
生
し
て
い
ま

す
。
使
用
の
際
は
十
分
に
注
意
し
、

火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▽
外
出
時
や
就
寝
時
に
は
必
ず
火
を

消
し
ま
し
ょ
う
。

▽
ス
ト
ー
ブ
付
近
で
洗
濯
物
を
乾
か

す
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▽
燃
料
の
大
量
貯
蔵
は
控
え
、
確
実

に
火
を
消
し
て
か
ら
給
油
し
ま

し
ょ
う
。

▽
可
燃
物
や
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
ス

ト
ー
ブ
の
周
り
に
置
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
子
供
が
や
け
ど
や
い
た
ず
ら
を
し

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
寿
命
は
10

年
と
言
わ
れ
、
古
く
な
る
と
電
池

切
れ
や
作
動
不
良
の
原
因
と
な
り

ま
す
の
で
、
設
置
か
ら
年
数
が
経

過
し
て
い
る
ご
家
庭
で
は
、
取
り

替
え
の
検
討
を
お
ね
が
い
し
ま

す
。

全
国
統
一
防
火
標
語　
「
そ
の
火
事
を

　

防
ぐ
あ
な
た
に　

金
メ
ダ
ル
」

問
合
せ 

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
80

−

０
１
３
２

「
令
和
３
年

         
勝
浦
市
成
人
式
」

ノ
ー
モ
ア
！ 

ヤ
マ
ビ
ル

保
育
士（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）

を
募
集
し
て
い
ま
す

ス
ト
ー
ブ
の
取
り
扱
い
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
令
和
３
年
３
月
ま
で
に
、
80
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
は
、
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
て
か
ら
の
申
請
と

な
り
ま
す
。

※
申
請
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
や
手

指
の
消
毒
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
発
熱
や
風
邪
の
症
状
が
あ
る

場
合
は
来
庁
を
お
控
え
い
た
だ
く

な
ど
、
感
染
症
対
策
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

　

高
齢
者
支
援
課 

高
齢
者
支
援
係

　

☎
73

−

６
６
１
５

手
当
支
給

休
暇 

  

年
次
有
給
休
暇
あ
り
（
日
数
は
勤

務
形
態
に
よ
る
）

問
合
せ　

福
祉
課 

子
育
て
支
援
係

　
　
　
　

☎
73

−

６
６
１
８
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千
葉
県
で
は
、
男
性
が
積
極
的
に

家
事
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
料
理
を

作
っ
た
こ
と
が
な
く
て
も
作
れ
る
、

手
間
が
か
か
ら
な
い
簡
単
で
お
い
し

い
料
理
（
お
と
う
飯は
ん

）
の
ア
イ
デ
ア

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
の
方
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た

メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
、「
作
っ
て
み

た
い
！
」
と
思
う
１
品
に
ご
投
票
く

だ
さ
い
。

受
付
期
限　
12
月
25
日
㈮
ま
で　

投
票
方
法

　
「
千
葉
県
版
お
と
う
飯
」
と
検
索

し
、
Ｈ
Ｐ
か
ら
投
票

問
合
せ

　

㈱
オ
ニ
オ
ン
新
聞
社
（
事
務
局
）

　

☎
０
４
３

−

２
０
１

−

８
８
１
１

千
葉
県
版「
お
と
う
飯は

ん

～

パ
パ
の
１
食
メ
ニ
ュ
ー
～｣

人
気
投
票
受
け
付
け
中
！

　

年
末
は
何
か
と
慌
た
だ
し
く
、
暖

房
器
具
や
火
を
使
用
す
る
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
空
気
が
乾
燥

し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で

す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
、お
出
か
け
前
や
お
休
み
前
に
は
、

火
の
元
点
検
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

勝
浦
消
防
署
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
安
心
し
て
新
し
い
年
を
迎
え
て

い
た
だ
く
た
め
、
12
月
20
日
㈰
か
ら

31
日
㈭
ま
で
、「
歳
末
特
別
警
戒
」

を
実
施
し
ま
す
。
期
間
中
は
、
消
防

車
に
て
市
内
を
巡
回
し
、
マ
イ
ク
や

警
鐘
を
用
い
て
、
警
戒
と
広
報
に
あ

た
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

勝
浦
消
防
署

　
　
　
　

☎
80

−

０
１
３
４

　

里
親
制
度
を
一
般
の
方
に
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
里
親
制
度

説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

里
親
に
な
り
た
い
方
、
里
親
に
つ

い
て
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
は

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
13
日
㈰　

13
時
～
15
時

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
、
陸
・
海
・

空
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
、
女
子
）

の
募
集
を
実
施
し
て
ま
す
。

募
集
種
目　

自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者
（
た
だ

し
、
入
隊
予
定
月
の
３
カ
月
後
の

末
日
現
在
、
33
歳
に
達
し
て
い
る

方
は
入
隊
で
き
ま
せ
ん
。）

受
付
期
間
・
試
験
期
日

　

令
和
３
年
１
月
、
２
月
に
複
数
回

歳
末
特
別
警
戒
の

　
　
　
　
　

 

お
知
ら
せ

里
親
制
度
説
明
会
を

　
　
　
　

 
開
催
し
ま
す

自
衛
官
候
補
生
を

　
　

 

募
集
し
て
い
ま
す

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
茂
原
地
域

事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

自
衛
隊
茂
原
地
域
事
務
所

　

☎
０
４
７
５

−

25

−

０
４
５
２

ＨＰ You Tube

Twitter

動
物
愛
護
事
業（
１
月
）

場
所　
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

（
富
里
市
御
料
７
０
９

−
１
）

犬
の
し
つ
け
方
教
室（
事
前
予
約
制
）

▽
基
礎
講
座（
※
飼
い
犬
同
伴
不
可
）

日
時　
１
月
21
日
㈭

　
　
　

10
時
～
12
時

受
付　
９
時
30
分
～
10
時

費
用　
無
料

定
員　
先
着
５
人

▽
実
技
講
座
（
※
基
礎
講
座
の
受
講

が
必
要
。
飼
い
犬
同
伴
（
公
財
）

千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会
が
開

催
）

日
時　
１
月
21
日
㈭

　
　
　

13
時
～
15
時

受
付　
12
時
30
分
～
13
時

費
用　
３
，０
０
０
円
（
消
費
税
別
）

定
員　
３
組
以
上
５
組
ま
で

※
実
技
講
座
の
予
約
電
話
番
号

　

☎
０
４
３

−

２
１
４

−

７
８
１
４

【
犬
や
猫
と
の
出
会
い
の
場

　
　
　
　
　 （
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
）】

　
　

県
民
の
方
が
飼
っ
て
い
る
犬
猫

の
新
し
い
飼
い
主
さ
ん
を
探
し
て

い
ま
す
。
詳
細
を
よ
く
お
読
み
に

な
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
マ
ッ
チ
ン
グ
は
両
者
間
で
メ
ー
ル

で
調
整
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

https://w
w

w
.pref.chiba.lg.jp/

aigo/dogcat-m
eeting.htm

l

申
込
・
問
合
せ　

　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
７
６

−

93

−

５
７
１
１

　
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
た

め
、
開
催
を
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
Ｈ
Ｐ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

https://w
w

w
.pref.chiba.lg.jp/

aigo/

HPHP

場
所　
茂
原
市
二
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
状
況
に
よ
り
変
更
が
生
じ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。　

申
込
・
問
合
せ　

　

子
ど
も
家
庭
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ち
ば
「
オ
レ
ン
ジ
の
会
」

　

☎
０
４
７
０

−

28

−

４
２
８
８

　◇当番医の紹介◇ 夜間・日曜・祝日など
　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部
　☎８０－０１１９
◇納税・納付◇
○国民健康保険税：６期　納期　１２月２８日（月）
○介護保険料　　：５期　納期　１２月２８日（月）
○後期高齢者　　：６期　納期　１２月２８日（月）
　医療保険料
※口座振替をご利用の方は、残高の確認をお願いします。
問合せ　税務課 収納係　☎７３－６６２２

第１日曜日 １２月　６日 8：30 ～12：30
※第１日曜日のみ、
　マイナンバーカードの
　交付・更新を行っています。

第３日曜日 １２月２０日
第３日曜日 　１月１７日

※令和３年１月３日は実施しませんので、ご注意ください。
・住民票、戸籍、印鑑証明の交付を受けることができます。
・交付の際、本人確認のできる運転免許証などの提示が必要です。

問合せ　市民課 市民係　☎７３－６６１２　

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
行
く

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
勝
浦
市
で
活
躍
す
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
の
様
子
や
取
り

組
み
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

Vol.2

〜 

こ
の
街
の「
未
来
」
を
一
緒
に
見
た
く
て 

〜

倉
橋
隊
員

石
田
隊
員

　

勝
浦
朝
市
の
伝
統

や
歴
史
を
継
承
し
、

現
在
の
勝
浦
朝
市
に

出
店
し
て
い
る
方
々

を
ご
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。
今
回
は
、
塩

田
和
彦
さ
ん
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

塩
田
さ
ん
は
、
朝
市
出
店
者
で
構
成
さ
れ

て
い
る
『
勝
浦
朝
市
し
ん
こ
う
会
』
の
会
長
、

そ
し
て
、
朝
市
を
運
営
す
る
『
か
つ
う
ら
朝

市
の
会
』
の
副
会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

屋
号
は
「
六
佐
ど
ん
」。
新
鮮
な
野
菜
や
山

菜
な
ど
を
販
売
し
、
平
日
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

を
し
て
い
る
た
め
、
土
曜
日
と
日
曜
日
の
出

店
で
す
。

　

10
年
ほ
ど
前
か
ら
、
朝
市
に
出
店
し
て
い

る
塩
田
さ
ん
。「
昔
、
母
親
が
朝
市
に
出
店
し

て
い
た
の
で
20
代
の
頃
か
ら
手
伝
い
で
朝
市

に
出
て
い
ま
し
た
」
と
の
こ
と
。
そ
の
中
で
、

対
面
販
売
に
よ
る
お
客
さ
ん
と
の
や
り
と
り

の
面
白
さ
に
ハ
マ
り
、
そ
の
後
高
齢
に
よ
り

出
店
で
き
な
く
な
っ
た
お
母
さ
ん
の
後
を
継

い
だ
そ
う
で
す
。

　

塩
田
さ
ん
か
ら
見
る
現
在
の
朝
市
は
「
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
で
出
店
者
の
数
が
減
少

し
て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
危
機
感
を
つ
の
ら

せ
て
お
り
、
さ
ら
に
「
時
代
の
流
れ
も
あ
り
、

ス
ー
パ
ー
や
直
売
所
の
利
用
が
多
く
、
勝
浦

市
民
の
朝
市
離
れ
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
寂

し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
生
活
朝
市
と
し
て
、
古
く
か
ら
市
民
の
台

所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
勝
浦
朝
市
に
、

も
っ
と
も
っ
と
市
民
の
方
に
も
足
を
運
ん
で

も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
笑
顔
や
あ
い
さ
つ

が
飛
び
交
う
気
持
ち
の
良
い
朝
市
を
目
指
し
、

朝
市
か
ら
勝
浦
を
元
気
に
し
た
い
。
今
年
か

ら
出
店
者
の
役
員
も
世
代
交
代
し
、
皆
で
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
り

と
、
今
後
も
新
た
な
取
り
組
み
に
ど
ん
ど
ん

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
よ
」
と
塩
田
さ

ん
は
意
気
込
む
。

　
「
な
ん
で
も
そ
ろ
う
便
利
な
ス
ー
パ
ー
も
良

い
で
す
が
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
じ
か
に
感

じ
な
が
ら
買
い
物
で
き
る
勝
浦
の
朝
市
に
も
、

気
軽
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
気
さ
く

な
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

市
内
で
行
わ
れ
た
撮
影
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
ア
ッ
プ
し
て
い
る
勝
浦
市

公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
日
々
、
か
つ
う
ら
」
を
毎
日
更

新
中
の
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
く
ら
ぴ
ー
こ
と
、

倉
橋
定
良
で
す
。
今
回
も
そ
の
中
か
ら
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

瀧
口
神
社

（
部
原
）
で
昔

な
が
ら
の
伝
統

的
な
結
婚
式
が

行
わ
れ
ま
し

た
。
式
を
挙
げ

ら
れ
た
の
は
、

勝
浦
在
住
の
お

二
人
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影

響
も
あ
り
、
市

外
で
予
定
し
て
い
た
結
婚
式
を
キ
ャ
ン
セ
ル
。

当
日
は
お
二
人
の
地
元
の
若
者
た
ち
が
ち
ょ
う

ち
ん
を
持
っ
て
境
内
に
入
場
す
る
参
進
の
儀
か

ら
始
ま
り
、
そ
し
て
、
神
前
式
の
結
婚
式
が
と

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
こ
の
様
に
屋

外
で
行
う
事
を
考
え
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に

変
え
ら
れ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
伝
統
的

な
儀
式
に
加
え
、
尺
八
や
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

な
ど
の
バ
ン
ド
生
演
奏
な
ど
、
そ
こ
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
や
ア
イ
デ
ア
も
あ
り
、
と
て
も
す

て
き
な
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

勝
浦
中
央
商
店

街
に
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
子
ど
も

た
ち
が
参
加
し
て

大
盛
況
で
し
た
。

　

渡
さ
れ
た
マ
ッ

プ
を
た
よ
り
に
、

お
菓
子
を
も
ら
う

た
め
、
商
店
街
の

指
定
さ
れ
た
お
店

を
探
し
に
行
っ
た
り
、
会
場
内
に
飾
り
付
け
ら

れ
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ブ
ー
ス
で
順
番
に
各
自
記
念

撮
影
を
し
た
り
。

　

会
場
内
に
は
、
ち
ょ
っ
と
怖
い
ブ
ー
ス
も
あ

り
ま
し
た
が
、
ち
び
っ
子
た
ち
は
緊
張
な
面
持

ち
の
中
、
お
友
達
や
ご
家
族
の
皆
さ
ん
と
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

商
店
街
に
子
ど
も
た
ち
が
溢
れ
て
い
る
光
景

は
、
や
っ
ぱ
り
い
い
も
の
で
す
ね
。

　

み
ん
な
ほ
ん
と
に
、
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。

　

勝
浦
市
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
日
々
、
か
つ
う
ら
」。

▲ facebook

▲ Instagram
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Katsuura Topics Katsuura 
Topics

　11月11日、総野保育所で年長児を対象に防犯教室
が行われました。勝浦警察署（楠原武恒署長）の署員
が、紙芝居や寸劇を披露して、「いかのおすし」をてい
ねいに説明。園児たちは、不審者から身を守る方法を
熱心に覚えている様子でした。「いかのおすし」は、つ
いて「いか」ない、車に「の」らない、「お」お声を出す、
「す」ぐ逃げる、「し」らせるの５つです。なお、防犯教
室は、10月16日に勝浦こども園、11月５日に上野保
育所でも行われました。

　11月16日、勝浦市防災士育成事業で防災士になら
れた８人により、勝浦市防災士会が設立されました。
「自助」「共助」「協働」という防災士の原則のもと、み
なさんへ、防災意識の啓発、防災活動の支援などを行
うことで、勝浦市全体の防災力向上および自主防災活
動の促進に寄与することを目的としています。
　勝浦市防災士会では、多くの防災士の入会をお待ち
しています。詳細は、消防防災課（☎７３－６６４０）
まで。

不審者から身を守る５つの行動
覚えたかな？「いかのおすし」

「自助」「共助」「協働」
勝浦市防災士会を設立

こんなときは、「お」お声をだそう！ 防災への取り組みを支援

　交通事故防止を呼びかけようと、千葉県警が開催した「ひまわりの絵コ
ンクール」で、勝浦こども園の上村太芽くんが最上位となる優秀賞（県内
918作品中、優秀賞は３作品）を受賞しました。このコンクールは「ひま
わりの絆プロジェクト」の一環で、園児たちが育てたひまわりを絵に描い
てもらい、交通安全について改めて心に留めてもらおうというものです。
　「ひまわりの絆プロジェクト」とは、平成23年に京都府内で発生し
た交通事故で亡くなった男児（当時４歳）が、生前育てていたひまわりから採取した種を全国で開花させる取り組
みで、命の大切さと交通事故の悲惨さを訴えることを目的に行われています。千葉県警は、平成27年に京都府警か
ら30粒の種を受け取り、県警察学校などで栽培。その花から採取した種を警察署を通
じて保育所などに配布し、県内でのプロジェクトの推進を図っています。

命の大切さを学ぶ
ひまわりの絵コンクールで優秀賞

優秀賞の表彰を受けた上村くん（右）

きれいに咲いたみんなのひまわり 上村くんの作品
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あなたにぴったりがきっとみつかる
わ　  く　　  わ　  く

ＷａｋüＷａｋü♪カルチャースクール
～冬の新教室２のご案内～

受付時間　１２月１１日（金）９時から受付開始（定員になり次第募集終了）
受付締切　各教室の開講１週間前まで
申込・問合せ　芸術文化交流センター（火曜日休館）☎７３－１００１ ※画像はイメージです。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
各
教
室
は
延
期
・

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
多
数
の
お
申
し
込
み
を
い

た
だ
い
た
場
合
、
初
参
加

の
方
を
優
先
す
る
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
。

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
、

開
講
中
止
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
窓
口
に
お
越
し
の
際
は
、

マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指
の

消
毒
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
発
熱
や
風
邪

の
症
状
の
あ
る
場
合
は
、

来
館
を
お
控
え
い
た
だ
く

な
ど
、
感
染
症
予
防
対
策

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

 

「
こ
れ
か
ら

ギ
タ
ー
を
始
め

て
み
た
い
！
」

「
昔
買
っ
た

ギ
タ
ー
が
押
し

入
れ
に
眠
っ
て

い
る
」
「
や
っ

て
み
た
い
け
ど

コ
ー
ド
っ
て
な

に
？
」
そ
う
思
っ
て
い
る
み
な
さ

ん
！
老
若
男
女
問
い
ま
せ
ん
！
ギ

タ
ー
の
基
礎
か
ら
丁
寧
に
教
え
ま

す
。
音
楽
を
と
お
し
て
仲
間
た
ち

と
一
緒
に
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

　

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
・

ウ
ク
レ
レ
・
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
、
あ

な
た
は
ど
の
楽
器
？
新
年
、
新
し

い
こ
と
を
初
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

楽
器
を
お
持
ち
で
な
い
方
、
親
子

で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
！

※
当
教
室
は
、
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
ギ
タ
ー
・
ウ
ク
レ
レ
・
エ
レ

キ
ギ
タ
ー
の
３
種
類
の
う
ち
、

練
習
し
た
い
楽
器
を
選
択
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

開
講
日
程
（
全
４
回
）

　

令
和
３
年
１
月
９
日
㈯
・
17
日

㈰
・
23
日
㈯
、
２
月
６
日
㈯

時
間　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　

キ
ュ
ス
テ
１
階
大
会
議
室

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
（
小
学
４
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

　

小
さ
な
布

を
縫
い
合
わ

せ
て
、
花
、

動
物
、
人
形

な
ど
を
作
る

「
ち
り
め
ん

細
工
」
。
今

回
の
教
室
で

作
る
の
は
か

わ
い
い
ひ
な

人
形
で
す
♪

ご
家
族
や
お
友
達
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
れ
ば
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と

間
違
い
な
し
！
「
ひ
な
祭
り
」
に

向
け
て
す
て
き
な
ひ
な
人
形
作

り
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
先
生

が
優
し
く
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
！
さ
ぁ
、
江
戸
時
代
か
ら
続

く
、
日
本
の
伝
統
手
芸
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
♪

　

仏
教
に
お
い
て
経
典
を
書
写
す

る
こ
と
を
さ
す
「
写
経
」
。
古
く

は
信
仰
や
祈
願
、
供
養
の
た
め
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
代
に
お

い
て
は
精
神
修
行
を
目
的
に
取
り

組
む
方
も
増
え
て
お
り
、
幅
広
い

世
代
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。
当
教

室
は
筆
ペ
ン
一
つ
で
気
軽
に
始
め

る
こ
と
の
で
き
る
教
室
と
な
っ
て

い
ま
す
。
古
く
か
ら
継
承
さ
れ
て

き
た
写
経
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
、
ご
自
身
で
体
験
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
♪

開
講
日
程

 

（
全
４
回
・
す
べ
て
木
曜
）

　

令
和
３
年
１
月
14
日
・
21
日
・

28
日
、
２
月
４
日

時
間　

10
時
～
12
時

場
所　

興
津
集
会
所
集
会
室
②

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

初
心
者
の
た
め
の

ギ
タ
ー
＆
ウ
ク
レ
レ
教
室

ち
り
め
ん
細
工
教
室

～
可
愛
い
ひ
な
人
形
を
作
ろ
う
♪
～

か
つ
う
ら
写
経
教
室

定
員　

10
人

受
講
費　

５
０
０
円

　
　
　

 

（
全
４
回
分
）

講
師　

倉
橋　

潤
【
く
ら
は
し
ギ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
】（
御
宿
町
）

そ
の
他　

お
申
し
込
み
の
際
に
、

練
習
し
た
い
楽
器
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。
貸
し
出
し
で
き
る
楽

器
の
数
に
は
限
り
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
可
能
な
限
り
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
を

練
習
し
た
い
方
は
ア
ン
プ
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

開
講
日
程

 

（
全
４
回
・
す
べ
て
木
曜
）

　

令
和
３
年
１
月
14
日
・
21
日
・

28
日
、
２
月
４
日

時
間　

10
時
～
12
時

場
所　

キ
ュ
ス
テ
１
階
楽
屋（
大
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
（
小
学
４
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

定
員　

15
人

材
料
費　

2
，5
０
０
円

　
　
　

 

（
全
４
回
分
）

講
師　

伊
藤　

房
子
（
勝
浦
市
）

の
方
（
小
学
４
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

定
員　

10
人

材
料
費　

５
０
０
円

　
　
　

 

（
全
４
回
分
）

講
師　

田
邉　

観
潮【（
公
財
）日

本
書
道
教
育
学
会　

師
範
】（
勝

浦
市
）
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『
広
報
か
つ
う
ら
』
次
号
は
12
月
18
日（
金
）発
行
で
す
。

編
集
・
発
行 
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県
勝
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地域地域地域地域
～介護予防のまちづくり～ 通信通信通信通信

　ヒートショックが原因とみられる突然死は、年間およそ１万人以上といわれており、
これは、交通事故による死亡者数をはるかに上回る人数となっています。
　ヒートショックとは急激な温度変化により血管や心臓に負担がかかり、体に悪影響を及ぼす現象です。
ヒートショックを防ぐには、血管や心臓への負担をかけないよう、部屋同士の温度差を小さくすることが
重要です。今回は、とくに注意が必要な場面での対応策などをご紹介します。

普段の生活の中に落とし穴
寒い季節は「ヒートショック」に要注意

問合せ　勝浦市地域包括支援センター　☎︎７３－６６１５

　例えば冬場の浴室のような寒い場所では、熱を逃が
さないように血管がぎゅっと縮むため、血圧が上がり
ます。逆に湯船に入って温まると、血管が広がるため、
血圧は下がります。このように、血圧が急激に上下す
ると、脳への血流が不足して、意識がもうろうとしたり、
失神したりすることがあります。心臓への負担も過剰
になり、どうきがひどくなる場合もあります。さらに、
急激な血圧の変化は、血管を詰まらせたり、破けさせ
たりすることもあり、脳卒中や心筋梗塞などの病気を
引き起こすこともあります。最悪の場合、突然死の原
因になることもあります。

お風呂のとき トイレのとき

 ・１番風呂は避ける
　2 番目以降に続けて入ることで、浴室内が暖まっています。
 ・入浴の前後で水分補給する
 ・手や足など心臓から遠い部分にかけ湯

をし、体をお湯の温度に慣らしてか
ら浴槽に入る

 ・お湯の温度は 38 ～ 41℃程度
 ・長湯はしない

 ・寝室はトイレの近くに
　寒い廊下を歩くだけでも負担に

なります。
 ・排便時にいきみすぎない
　いきみすぎると心臓への負担が

高くなります。また、排便後は
急激に血圧が下がります。普段
から便秘対策も意識しましょう。

　冬場の冷え込んだトイレ ･脱衣所 ･ 浴室など
極端な温度差がある場所です。日本の家屋の場
合、水回りが北側にあることが多く、居室との
温度差が大きくなりがちです。そのため、トイ
レや脱衣所などに暖房器具を
設置するなどして暖かくする
ことがおすすめです。また、
浴室の場合はお湯を張った浴
槽のフタを開けておけば浴室
内を暖めることができます。

　高齢者ご本人やご家族が、トイレや入浴時にヒートショックが起こりやすい
ことを認識しておくことが大切です。そうすることで、温度に慣れるようにゆっ
くり注意して行動したり、周りも声をかけたりすることができます。危険性を
意識し、寒い冬を元気に乗り越えましょう！

具体的にどんなことが起こるの？

特に注意したい２つの場面

どんな場面で起こりやすいの？

介護に関する情報を
わかりやすくシリーズで

お伝えします！
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